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はじめに  

 
 1995 年度で京都大学生態学研究センターは 5 年目を終了しました。5 年目は COE の制度も始まり、
非常勤研究員 3名、Visiting Professorが 2名加わり、賑やかになりました。  
 さて、当センターのスタッフ、非常勤スタッフ、研修員、大学院生、それに協力研究員の方々によ

る 1995年度の業績目録をここにお届けします。  
 これまでの成果は 1996年度中に自己評価報告書としてまとめられる予定となっていますが、今後と
も皆々様の御支援を心からお願い申し上げます。  
 後期 5年は、実力の生態学研究センターを目標にしたいと希望しております。 

生態学研究センター長  和田 英太郎 

 

 

 



 

 生態学研究センターでは、1995 年度に次のような共同利用事業およびセンター運営の活動を行いま
した（括弧内は当該報告が掲載されているセンターニュース）。  
 
１．共同研究 

 1995 年度にセンターが行った共同研究は 30 件であった。その内訳は、1992 年度から開始した
IGBP（地球圏－生物圏国際共同研究計画）の一環としての文部省国際共同研究等経費「水体における
物質循環と気候」（代表者：和田英太郎）のほか、文部省科学研究費国際学術研究費 5 件、同総合研
究 7件、同一般研究 3件、同試験研究 2件、その他の文部省科学研究費 2件、その他の助成金 10件で
ある。  

２．協力研究員 

 センターとしての研究活動をより推進するために、学内外の研究者に協力研究員（Guest 
Scientist）を委嘱している（任期２年間）。現在 202 名が任命されている（センターニュース No.30
にリスト）。  

３．公募研究会等公募事業 

 1995 年度は以下のように研究会 6 件、セミナー企画 2件、実習企画 1件が実施され、それぞれ活発
な議論が展開された。  

研究会：延べ 7日 202人の参加 

1. 水辺の環境利用：生き物とヒトの相互作用、代表者：嘉田由紀子（琵琶湖博物館開設準備室）、
実施期日（場所）：平成 7年 9月 15～16日（滋賀県マキノ町）、参加実人数 31名、延べ人数
62名（センターニュース No.32）  

2. 植物と菌・ウイルスの生態学的相互作用、代表者：巌佐庸（九州大学）、実施期日（場所）：
平成 7 年 10 月 4 日（京都大学）、参加実人数 29 名、延べ人数 29 名（センターニュース 
No.34）  

3. 哺乳類の保全生物学：生態学的アプローチと遺伝学的アプローチの統合、代表者：矢原徹一
（九州大学理学部）、実施期日（場所）：平成 7 年 10 月 28 日（京都大学）、参加実人数 40
名、延べ人数 40名（センターニュース No.34）  

4. 淡水貝類の繁殖生態と種分化に関する研究、代表者：西脇三郎（筑波大学医療技術短期大学
部）、実施期日（場所）：平成 7年 11月 12日（京大会館）、参加実人数 27名、延べ人数 27
名（センターニュース No.33）  

5. 微生物生態学における New Methods の可能性と限界、代表者：那須正夫（大阪大学）、実施
期日（場所）：平成 8年 1月 6日（大阪大学待兼山会館）、参加実人数 19名、延べ人数 19名
（センターニュース No.36）  

6. 人間活動、外来生物の侵入・導入による生物群集の変動、代表者：遠藤彰（立命館大学）、実
施期日（場所）：平成 8年 2月 24日（京都大学）、参加実人数 25名、延べ人数 25名（セン
ターニュース No.36）  

 
 
 
セミナー： 
 



国際セミナー「西太平洋アジア国際野外生物学コース」、世話人：湯本貴和、井上民二（京大生態研

センター）、実施期日（場所）：1995年 8月 1日～31日（マレーシア・サラワク州、ランビル国立公
園）講師 16名（日本 10名、マレーシア 5名、シンガポール 1名）、受講者 18名（日本 6名、台湾 5
名、マレーシア 5名、韓国 2名）（センターニュース No. 33）  

1. 「生態学における理論実証インターフェース：動物－植物間の相互作用を中心に」、代表者：
安部琢哉（京大生態研センター）、実施期日（場所）：平成 8 年 3 月 19～22 日（京大生態研
センター）、講師 8名、受講者 25名（センターニュース No.36）  

実  習：延べ 8日 48名 

1. 「河川生物に関する基礎実習」、代表者：中西正己・遊磨正秀（京大生態研センター）、実施
期日（場所）：平成 7 年 7 月 27 日～8 月 3 日（長野県木曽福島町京大木曽生物研究所）、講
師 2名、受講者 9名（センターニュース No.31）  

 
４．公開講演会 

1. 公開講演会「生物多様性を促進する共生と社会性の発達」  
総合研究(A)（代表：安部琢哉）のまとめとして、1995年 10月 12日、京大会館にて行われ、
約 40名の参加があった。（センターニュース No.33）  

2. 公開 ワークショップ「地球共生系」 
重点領域研究の成果のまとめとして、 1995年 11月 11日、芝蘭会館にて行われ、約 60名の
参加があった。（センターニュース No.33）  

５．生態研セミナー 

 このセミナーは生態学研究センターの共通セミナーとして定期的に開催。1995 年度は 28 回（オー
ガナイザー：東）開催した。毎月 2 回（原則として第 1、第 3 金曜日に）、毎回 2 人に 1 時間ずつ
（発表 50 分、議論 10 分）話題を提供していただいた。会場は、主として京大理学部の新館（2 号
館）で、随時、京大生態学研究センター（大津）で行った。センター内からは 19 人、海外から 11 人
の講演者があった。参加人数は各回 17から 70名、延べ 818名であった。  

６．ニュースレターの発行 

 生態学研究センターの活動を全国の生態学に興味をもたれている方々に知っていただくため、隔月

にニュースレターを発行した。1995 年度は第 28 号（4月 20 日、12頁）、第 29号（5月、生態学研
究センター業績目録の特集号、51 頁）、第 30 号（6 月 20 日、14 頁）、第 31 号（8 月 20 日、14
頁）、第 32 号（10 月 20 日、18 頁）、第 33 号（12 月 20 日、18 頁）、第 34 号（2 月 20 日、16
頁）を発行した。現在、個人 757 件、機関 286 件、計 1043 件に送付されている。ニュースレターに
は生態学研究センターの活動のみならず、広く生態学一般の情報を提供している。  

７．共同利用施設の充実 

（1）大型機器分析：安定同位体比精密測定用質量分析計システムの平成７年度の共同利用は、東京大
学海洋研究所、名古屋大学農学部、東北大学理学部、琉球大学理学部（２件）であった。本年度は、

質量分析計本体の保守点検に時間を要したが、オーバーホールを行い不良箇所を改善した。  
平成 7 年 3 月に DNA シ－クエンサ－一式が当センタ－に導入された。構成機種は Applied 
Biosystem-Perin Elmer 373SDNA sequencer、Gene Amp PCR2400、DNA synthesizer 392である。
これらの機械は京都分室に設置され、整備後、全国共同利用に供せられている( センタ－ニュ－ス No. 
33)。平成 7年度の共同利用は、京都大学理学研究科(3件)、横浜市立大学文理学部(1件)であった。  



（2）生態情報アクセス・システム：生態学研究センター内はマッキントッシュ約 30 台のアップルト
ークで連結され、『京都大学生態学研究センターニュース』などの編集もすべて、このシステムで行

われている。また、旧臨湖実験所より移管された標本のデータベース化の作業を進めている。本年度

もセンターニュースなど、センターの情報にパソコン通信でアクセスできる BBS を運営している。
1996年３月にはWWWホームページを開設し、セミナー案内、センターニュース、学会へのアクセス
な ど の 情 報 を 提 供 を 開 始 し た 。 （ htt:/ecology.kyoto-u.ac.jp or htt:/ecology.kyoto-
u.ac.jp/indexj.html）現在、京大動物生態のホームページからリンクを受けているが、３月 10 日をめ
どに、京都大学ホームページと Yahooからのリンクを受けるように申請中である。  

（3）船の利用：当センターの観測調査船「はす」は、センターの調査・観測だけでなく、琵琶湖で調
査や実習をされる方々にも共同利用されている。1995 年度の共同利用は、実習 3 件 3 日（延べ 28
名）、観測調査 14件 18日（延べ 63名）であった。このほか当センターが実施している毎月の定期観
測時 12件 12日の同乗者（延べ 35名）やセンター教官との共同研究による利用もあった（合計 26件
30日延べ 174名）。  

 
８．協議員会・運営委員会の開催 

1995年 

• 7月 18日 運営委員会（議題：教官人事について、連携共同研究計画について、専門委員会に
ついて）（センターニュース No.32）  

• 7月 19日 協議員会（議題：教官人事について、非常勤研究員の人事について、連携共同研究
計画について、専門委員会について、他 3件）  

• 11 月 15 日 協議員会（議題：教官人事について、名誉教授の推薦について、平成８年度非常
勤研究員の公募について、他 1件）（センターニュース No.33）  

• 12月 8日 運営委員会（議題：昇任人事に関する諮問ついて） 

1996年 

• 2月 13日 運営委員会（議題：教官人事について、センター内規及び申し合わせについて、平
成 9年度概算要求について、他 2件）（センターニュース No. 36）  

• 2月 16日 協議員会（次期センター長候補者について、教官人事について、平成 9年度概算要
求について、他 2件）（センターニュース No. 36）  

 
 

 

 1995年度及び 1996年度すでに実施が決定している文部省科学研究費などによるセンタースタッフ
が関係した共同研究をまとめました。研究者は代表者を筆頭とし、センタースタッフは斜体文字で示

し、センタースタッフ以外の分担研究者については省略してあります。  

• 和田・中西・安部・遊磨・成田・杉本・田端・藤田・川那部 ほか 
「水体における物質循環と気候」 
1992-96 文部省国際共同研究等経費（IGBP経費）  

• 川那部・安部・東・井上 ほか 
「地球共生系：生物の多種共存を促進する相互作用機構」 
1991-95 文部省科学研究費重点領域研究（１）  



• 長野敏英（東農大・農）・和田 ほか 
「熱帯湿性林地域における生物生産性の維持メカニズムの解明と環境修復技術の開発」 
1995-99 文部省科学研究費創成的基礎研究  

• 川那部・和田・安部・井上・中西・湯本・遊磨・東 ほか 
「生物多様性維持・利用のための保全地域理論の探究」 
1993-95 文部省科学研究費総合研究（A）  

• 中西・和田・東 ほか 
「琵琶湖における活性中心としての水温躍層：生物・化学・物理相互作用」 
1994-95 文部省科学研究総合研究（A）  

• 安部・東・杉本 ほか 
「生物多様性を促進する共生と社会性の発達」 
1995-96 文部省科学研究費総合研究（Ａ）  

• 甲山隆司（北大・地球環境）・菊沢 ほか 
「林木集団の構築メカニズム：マルチディメンジョンモデルによる解析」 
1995-96 文部省科学研究費総合研究（Ａ）  

• 山本進一（岡山大・農）・中静 ほか 
「大面積長期継続プロットによる森林動態研究」 
1995-96 文部省科学研究費総合研究（Ａ）  

• 巌佐庸（九州大学理学部）・井上 ほか 
「絶滅と存続の集団生物学」 
1995 文部省科学研究費総合研究（A）  

• 広瀬忠樹（東北大・理）・菊沢 ほか 
「地球変化と陸域生態系：研究推進と国際対応」 
1995 文部省科学研究費総合研究（B）  

• 和田・安部・清水・中西・成田 ほか 
「安定同位体による生物圏の化学構造の解明－新しいパラダイムの確立」 
1993-95 文部省科学研究費一般研究（A）  

• 川那部・和田・中西・遊磨・成田 ほか 
「琵琶湖沿岸域における環境変動とそれに対する生物群集の動態」 
1995-97 文部省科学研究費一般研究（Ｂ）  

• 田端・藤田 ほか 
「ミズゴケ湿原の水質と保全」 
1993-95 文部省科学研究費一般研究（Ｂ）  

• 井上・湯本 ほか 
「東南アジア熱帯雨林の林冠構造と生物多様性の研究」 
1994-96 文部省科学研究費国際学術研究  

• 安部・東・杉本 ほか 
「シロアリの地球規模での多様化プロセス：そのパタンと成因機構」 
1995-96 文部省科学研究費国際学術研究  

• 川那部・遊磨・成田 ほか 
「ＢＢＴＭ湖（琵琶湖・バイカル湖・タンガニイカ湖・マラウィ湖）生態系における生物多様

性促進機構の比較研究」  
1995-96 文部省科学研究費国際学術研究  

• 伊沢紘生（宮城教育大・教育）・湯本 ほか 
「新世界ザル社会にみられる父系構造とその適応的意味に関する研究」 
1995-97 文部省科学研究費国際学術研究  

• 森野浩（茨城大・理）・山村 ほか 
「バイカル湖におけるコミュニティーと環境変動、進化系統に関する研究」 
1995 文部省科学研究費国際学術研究  

• 吉岡崇仁（名大・大気水圏研）・和田 ほか 
「不均一系微小粒子の生物活性測定システムの開発」 
1994-96 文部省科学研究費試験研究（Ｂ）  



• 紙谷智彦（新潟大・農）・中静 ほか 
「落葉広葉樹薪炭林の天然林型用材林への誘導技術」 
1995-96 文部省科学研究費試験研究（Ｂ）  

• 尾本恵市（国際日本文化研究センター）・田端 ほか 
「生命科学と生命観－20世紀における発展と変遷」 
1995 総合研究大学院大学共同研究  

• 井上・東ほか 
「生物による資源アーキテクチャー形成－生物多様性の維持にはたす役割に注目して－」 
1995 京都大学教育研究学内特別経費  

• 渡辺直（香川大・教育）・遊磨 ほか 
「河川の生物群集と物理的環境との関係」 
1994-95 京都大学水資源研究センタープロジェクト研究  

• 河合崇欣（環境研）・和田 ほか 
「バイカル湖湖底泥を用いる長期環境変動の解析に関する国際共同研究」 
1995-99 科学技術庁振興調整費  

• 広瀬忠樹（東北大・理）・菊沢・湯本 ほか 
「モンスーンアジア陸域生態系における地球温暖化のインパクト」 
1994-95 環境庁推進費 FS  

• 近藤高貴（大阪教育大）・遊磨 ほか 
「琵琶湖の沿岸域を中心とした生態系に関する研究」 
1994-95 琵琶湖博物館開設準備室委託研究  

• 名越誠（奈良女大・理）・成田 ほか 
「沖合生態系の異変に伴う食物連鎖構造の解析」 
1995-96 琵琶湖研究所委託研究  

• 犬伏和之（千葉大・園芸）・杉本 ほか 
「水田・低湿地における温室効果ガスの生成・分解のメカニズムに関する研究」 
1995-96 日産学術研究助成  

• 遊磨ほか 
「身近な水辺の自然：「人－水－生き物」相互作用系の研究」 
1995-96 日本生命財団研究助成  

• R.W. Sterner・J. Urabe  
「Stoichiometry in cunsumer-resource interactions : phosphorous, lipids, and energetics」 
1995 NSF 

 

 

 

 1995年度センターのスタッフが行った講演活動の一部のリストです。これ以外にも多数の講演が行
われました。  

• Urabe, J.(1995/6/12) Effects of zooplankton on seston stoichiometry: magnitude, direction 
and implications. American Society of Limnology and Oceanography, 1995 Meeting. June 
11-15, University of Nevada Reno, USA.  

• Urabe, J.(1996/3/21) Phosphorus limitation of Daphnia growth : is it real? Workshop on role 
of lipids, essential elements and morphology of food for zooplankton. March 17-21, Center 
for Limnology, Netherlands Institute of Ecology, The Netherlands.  

• 井上民二 (1995/1/28) 熱帯雨林の林冠部における共進化．地球共生系・多様な生物の共存する
仕組み．第９回「大学と科学」公開シンポジウム．  



• Inoue, T. and Iwakuma, T. (1995/4/8) Regional Report from Japan. In: "First Regional 
Conference on International Long-Term Ecological Research -The East Asia and Pacific 
Region". Taipei, Taiwan.  

• Inoue, T. (1995/6/7) Focus of DIWPA activities. In: The Third Planning Meeting of DIWPA. 
Beijing, China.  

• Inoue, T. (1995/8/2) Welcome Speech and Canopy Biology Program in Lambir Hills 
National Park. In "International Field Biology Course in Western Pacific and Asia I. 
Bornean Tropical Rainforest". Lambir, Sarawak, Malaysia.  

• Inoue T. and Hamid, A. A. (1995/11/20) Canopy Biology Program in Sarawak. In: 
International symposium and workshop on conservation biology: molecular, 
biotechnological and conventinal approaches. Kuching, Malaysia.  
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 著作リストの収録内容と凡例   

１．第５巻著作リストには生態学研究センタ－の構成員（常勤スタッフ，大学院生および研修員）お

よび協力研究員が，1995（平成７）年（「年度」ではない）に発表した著作を収録します．印刷中の
ものも，発表年が 1996年以降になるものは収録しません．1995年以降に加わった新構成員について
は、1995年までの全著作を挙げます．また，第４巻までの遺漏についても，遡って収録しています．  

２．配列は， (A) スタッフ, (B) 大学院生および研修員, (C) 協力研究員のそれぞれについて，名前のア
ルファベット順です．(A)，(B) については，各人ごとに昨年の目録（センターニュース No. 7, 14, 21, 
29) に引きつづいて発表年代順のナンバーをふってあります．協力研究員については，各巻ごとに 1) 
からはじまるナンバーをふります．著作の種別（原著論文，総説，解説記事，報告書など）について

は区別しません．  

３．協力研究員については，著作リストに載せる・載せないは，各研究員の自由意志とし，「載せて

もよい」と判断された方の，そして判断された著作だけを収録しています． ご協力ありがとうごさい
ました． 

４．印刷の形式は欧文・和文にかかわらず以下の３通りとしました：  

（a）定期刊行学術誌掲載の論文など 
ﾅﾝﾊﾞｰ）著者名{; 著者名; ...} (刊行年) 論文タイトル. 定期刊行物名 巻: 始ページ - 終ページ. [ｷｲﾜ
ｰﾄﾞ]  
（b）単行本（含翻訳）など 
ﾅﾝﾊﾞｰ）著者名{; 著者名; ...} (刊行年) 著書タイトル. 総ページ pp. 出版社, 所在地. [ｷｲﾜｰﾄﾞ]  
（c）単行本のなかに掲載の論文など 
ﾅﾝﾊﾞｰ）著者名{; 著者名; ...} (刊行年) 論文タイトル. In: 単行本名. (ed. by 編者名{; ...}) pp. 始ペ
ージ - 終ページ. 出版社, 所在地. [ｷｲﾜｰﾄﾞ]  
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1980年頃との比較．関西自然保護機構会報 17(1): 3-17.  

2. 西村登 (1995) 兵庫県浜坂町大栃川・田君川ほか小河川ならびに浜坂・諸寄地区湧水の水生動物．
In:兵庫県浜坂町「自然の現況」（山本茂信編）pp.183-194. 兵庫県浜坂町   

3. 西村登・原昌久・山本一幸(1995) 兵庫県浜坂町久斗川水系の水生動物．In:兵庫県浜坂町「自然
の現況」（山本茂信編）pp.150-182. 兵庫県浜坂町   

4. 西村登 (1995) 川に川をつくらせる－チューリッヒ・ミュンヘンで近自然工法で改修された川を
みる．兵庫陸水生物 46:60-61.  

5. 西村登 (1995) ヨーロッパの自然保護区と近自然工法で改修された川について．自然とともに 
31:2. 兵庫県   

6. 西村登 (1995) 欧州のビオトープを視察して．神戸新聞文化欄 1995/06/28. 

 
OHTAKA, Akifumi 大高明史                               

1. 對馬康夫・日野修次・大高明史・齋藤捷一 (1995) 津軽十二湖湖沼群の水質化学特性．陸水雑 
56: 9-18.  

2. 高橋友宏・大高明史 (1995) 津軽十二湖・越口の池水系の河川における底生動物の分布に関する
予備的研究．弘前大学理学部深浦臨海実習所報告 15: 23-38.  

3. Ohtaka, A. (1995) A new species of the genusRhyacodrilus Bretscher (Oligochaeta, 
Tubificidae) from Japanese lakes. Zool. Sci. 12: 491-498.  

4. Ohtaka, A. and Nishino, M. (1995) Studies on the aquatic oligochaete fauna in Lake Biwa, 
central Japan. I. Checklist and taxonomic remarks. Jpn. J. Limnol. 56: 167-182.  

 
ONOYAMA, Keiichi 小野山敬一                           

1. 小野山敬一 (1995) Re: Consciousness in Evolve. EVOLVE (423).  
2. 小野山敬一 (1995) Re: Re: Re: no Re:. EVOLVE (429).  
3. 小野山敬一 (1995) Re: The value of "biodiversity". EVOLVE (433).  
4. 小野山敬一 (1995) 類似性と「みにくいアヒルの子の定理」．統計数理研究所共同研究リポート 

(67): 1-13.  
5. 中村永友・小西貞則・小野山敬一・緒方一夫・大隅昇 (1995) 混合分布モデルに基づくキバハリ
アリ計測データの分類．統計数理研究所共同研究リポート (67): 31-40.  

6. 緒方一夫・小野山敬一・大隅昇・中村永友 (1995) キバハリアリの計測データ一覧．統計数理研
究所共同研究リポート (67): 47-62.  

7. 小野山敬一・柏原聡 (1995) A Japanese translation of the preface of Kammerer's "The 
inheritance of acquired characteristics". EVOLVE (786).  

8. 小野山敬一 (1995) A list of foreign books on evolution. EVOLVE (827, 828).  
9. 小野山敬一 (1995) In the beginning is the action of classification. EVOLVE (857).  
10. 小野山敬一 (1995) Throughout the world is the action of classifying. EVOLVE (863).  
11. 倉田亜以土・小野山敬一 (1995) 同所性野ネズミ３種の行動経路．森林保護 (248): 28-30.  
12. 小野山敬一 (1995) 発見アリ！電脳辞典せっせ：インターネット上に全国 258 種類の図鑑構築．
日本経済新聞 1995/10/17: 40.  

13. アリ類データベース作成グループ (1995) 日本産アリ類カラー画像データベース．CD-
ROM,166.6MB. 日本蟻類研究会, 東京.  



 
SAIGUSA, Masayuki 三枝誠行                              

1. Saigusa, M. & Akiyama, T. (1995) The tidal rhythm of emergence, and the seasonal 
variation of this synchrony, in an intertidal midge. Biol. Bull. 188:166-178.  

2. Saigusa, M. (1995) Bioassay and preliminary characterization of ovigerous-hair stripping 
substance (OHSS) in hatch water of crab larvae. Biol. Bull. 189:175-184.  

3. 三枝誠行 (1995) 潮汐リズムの位相発現に関するいくつかの話題＜続＞－潮汐リズムと半月周リ
ズム研究の新しい展開－海洋と生物 17(No. 1) 69-76.  

4. 三枝誠行 (1995) 生物リズムの研究テクニック－幼虫放出、放卵、羽化および遊泳活動の時間的
経過を記録する方法．海洋と生物 17(No. 3) : 252-258.  

5. 三枝誠行 (1995) 半田山で生活する野鳥の季節変化－1994 年春から 1995 年春にかけての記録．
都市近郊林（半田山）の自然特性およびその環境保全機能に関する研究（IX）千葉増喬三編．
平成 6年度岡山大学教育研究学内特別経費研究成果報告書 P.35-40.  

 
SAKAMOTO, Kazunori 坂本一憲 

1. 島本光久・坂本一憲・吉田冨男 (1995) 熱乾処理土壌における地力Ｎ発現に対する微生物バイオ
マスＮの寄与．日本土壌肥料学雑誌 66：27-31 [土壌、微生物バイオマス N、地力 N、土壌熱
乾処理]  

2. 藤原英司・坂本一憲・吉田冨男 (1995) 各種土壌における細菌バイオマスの存在様式．千葉大学
園芸学部学術報告 49：19-23[土壌、細菌バイオマス、土壌団粒、直接計数法]  

3. 坂本一憲 (1995) 土壌中の微生物バイオマス量およびその呼吸活性に影響する諸因子の解析．日
本土壌肥料学雑誌 66：213-214 [土壌、微生物バイオマス、土壌呼吸、有機質資材、土壌理化
学性、qCO 2]  

4. 坂本一憲・大羽裕 (1995) 各種有機物資材の施用が土壌中の糸状菌と細菌のバイオマス比に及ぼ
す影響．日本土壌肥料学雑誌 66：418-421 [土壌、糸状菌バイオマス、細菌バイオマス、糸状
菌／細菌バイオマス比、有機質資材]  

5. Khan, M.K., Sakamoto, K. and Yoshida, T. (1995) Dual inoculation of peanut withGlomus 
sp. andBradyrhizobiumsp. enhanced the symbiotic nitrogen fixation as assessed by 15N-
technique. Soil Science and Plant Nutrition 41：769-779 [soil, arbuscular mycorrhizal fungi, 
rhizobium, symbiosis, N 2fixization, peanut] 

 
SAKIO, Hitoshi 崎尾均 

1. 崎尾均・中村太士・大島康行 (1995) 河畔林・渓畔林研究の現状と課題．日本生態学会誌 
45:291-294.  

2. 崎尾均 (1995) 渓畔域の撹乱体制と樹木の生活史からみた渓畔林の動態．日本生態学会誌 
45:307-310.  

3. 崎尾均 (1995) 渓畔域の生態的構造と機能－森林と河川の相互作用－II．生活史からみた渓畔林
の動態（第 41回日本生態学会大会自由式シンポジウム記録）森林科学 13:61-63.  

 
SUGIO, Koji 杉尾幸司                              

1. Sugio, K. (1995) Trunk trail foraging of the fungus-growing termiteMacrotermes 
carbonarius (Hagen) in southeastern Thailand. TROPICS 4: 211-222. 

 
SUGIYAMA, Yukimaru 杉山幸丸                           

1. 杉山幸丸 (1995) 海外調査と経済援助．学術月報 48(5):547.  



2. Sugiyama, Y. (1995) Tool-use for catching ants by chimpanzees at Bossou and Monts 
Nimba, West Africa. Primates 36(2):193-205.  

3. Sugiyama, Y. (1995) Drinking-tools of wild chimpanzees at Bossou. Amer. J. Primatol. 
37(3):263-269.  

4. Yamakoshi, G. and Sugiyama, Y. (1995) Pestle-pounding behavior of wild chimpanzees at 
Bossou, Guinea: A newly observed tool-using behavior. Primates 36(4):489-501.  

5. 杉山幸丸 (1995) 動物の道具使用と人類文化発生の条件. 霊長類研究 11(3): 215-223.  
6. 杉山幸丸・岩本俊孝・小野勇一 (1995) 餌付けニホンザルの個体数調整. 霊長類研究 11(3):197-

207.  
7. 杉山幸丸 (1995) ＩＰＳの窓. 霊長類研究 11(3):276-277.  
8. 杉山幸丸 (1995) 加齢(老化)、生活史. In: 発達心理学辞典.(ed.by 岩田純一他） pp.114-115, 

p.382. ミネルヴァ書房, 京都.  

 
TADAKI, Yoshiya 只木良也 

1. 只木良也 (1995) 昨年の水飢饉に思う．グリーン･エージ 253:23-24. [森林, 水源涵養]  
2. 只木良也・平野綾子・参鍋秀樹・横田岳人 (1995) 名古屋大学構内二次林の生態．｢都市の里山｣
の存在意義と調査二次林の構造．日林中部支論集 43:31-32. [二次林, 環境保全機能, 森林構造, 
生産力]  

3. 河口順子・平泉智子・只木良也 (1995) 名古屋大学構内二次林の生態．リターフォール量の季節
変化．日林中部支論集 : 33-34. [二次林, リター, 季節変化]  

4. 平泉智子・河口順子・只木良也 (1995) 名古屋大学構内二次林の生態．リターフォール含有養分
量の季節変化．日林中部支論集 : 35-38. [二次林, リター, 養分含量]  

5. 余 亮・萩原秋男・只木良也 (1995) 名古屋大学構内二次林の生態．土壌呼吸の季節変化．日林
中部支論集 : 39-40. [二次林, 土壌呼吸, 土層内二酸化炭素]  

6. 星野大介・只木良也 (1995) 名古屋大学構内二次林の生態．構成樹種の葉の展開と直径成長. 日
林中部支論集 : 41-43. [植物季節, 葉緑素濃度, 直径成長]  

7. 只木良也 (1995) 生態学的な視点からのり面緑化を考える．In: のり面緑化の最先端－生態,景観,
安定技術－ (ed.by小橋澄治;村井 宏) pp.1-12/211. ソフトサイエンス社, 東京. [斜面, 植生, 遷移]  

8. 只木良也 (1995) 環境資源としての森林．In:地球環境科学 (ed.by樽谷 修) pp.95-100. 朝倉書店, 
東京. [森林の環境保全能]  

9. 只木良也 (1995) 森が米を育てた、米が森を守った．随想森林 33:63-65. [森林, 米作]  
10. 只木良也・宮田正 (1995) 森と生物．In: いま、愛知、東海を考える (ed.by 加藤雅信) pp.76-89. 
リバティ書房, 東京. [愛知, 二次林, 遷移]  

11. 只木良也 (1995) 立木密度の違うコジイ幼齢林の構造と物質生産. 名古屋大学演習林報告 14:1-
24. [コジイ, 立木密度, 森林構造, 純生産量]  

 
TAKEDA, Hirokiyo 武田博清                            

1. Hasegawa, M. and Takeda, H. (1995) Changes in feeding attributes of four collembolan 
populations during the decomposition process of pine needles. Pedobiologia 39: 155-169.
（トビムシ、分解、アカマツ林、食性）  

2. Takeda, H. (1995) A 5 year study of litter decomposition processes in aChamaecyparis 
obtusa Endl. forest. Ecological Research 10: 95-104.（落葉分解、分解過程、窒素、炭素動態、
土壌動物）  

3. Takeda, H. (1995) Changes in the collembolan community during the decomposition of 
needle litter in a coniferous forest. Pedobiologia 39: 304-317.（遷移、分解過程、ヒノキ林、
土壌動物、トビムシ）  

4. Takeda, H. (1995) Templates for the organization of Collembolan communities. Structure 
and function of soil communities Eds. T. Abe. C. E. Edwards and B. R. Striganova. Kyoto, 
Kyoto University Press. 5-20.（15年の動態、個体群、群集、トビムシ、アカマツ林）  



5. Yamashita, T., Takeda, H. and Kirton, L. G. (1995) Litter production and phenological 
patterns of Dipterocarpus baudiiin a plantation forest. Tropics 5(1/2): 57-68. (熱帯林、落葉
量、フタバガキ、養分循環、フェノロジ）  

6. 武田博清 (1995) サンプリング法とデ－タ処理．土の中の生き物．青木淳一, 渡辺弘之 監修. 東
京, 築地館書店. 58-71.（土壌動物、統計手法）  

7. 武田博清 (1995) 野外生物群集を丸ごと扱う：多種共存の仕組み．地球共生系 多様な生物の共
存する仕組み 1995年 第 9回「大学と科学」公開シンポジウム組織委員会編. 東京, ブバプ
ロ. 104-105.（シンポジウム、序論）  

 
TODA, Hideshige 戸田任重                            

1. 戸田任重・楊宗興・日高伸 (1995) 高濃度硝酸態窒素含有地下水の流入するアシ湿地における脱
窒速度の実測．水環境学会誌 18: 419-423.  

2. 川島博之・戸田任重 (1995) 畑地周辺浅層地下水中硝酸態窒素濃度の予測．システム農学 11: 
175-181.  

3. Yamazaki, T., Matsumoto, M., Asano, J. and Toda, H. (1995) Yield improvement of 
vegetables by using a super-water-absorbent polymer in sandy soil. J. Arid Land Studies 
5S: 231-234.  

 
URANO, Eiichiro 浦野栄一郎                            

1. Yamagishi, S., Urano, E. and Eguchi, K. (1995) Group composition and contributions to 
breeding by rufous vangas Schetba rufain Madagascar. Ibis 137: 157-161.  

2. Urano, E., Ezaki, Y. and Yamagishi, S. ed. (1995) The ecology and mating system of the 
great reed warbler: an inhabitant of reed marshes. Jap. J. Ornithol. 44(3).  

3. Ezaki, Y. and Urano, E. (1995) Intraspecific comparison of ecology and mating system of 
the great reed warbler Acrocephalus arundinaceus: why different results from different 
populations? Jap. J. Ornithol. 44: 107-122.  

4. Urano, E. (1995) Female settling pattern and polygynous breeding in a great reed warbler 
population in Aomori Prefecture, northern Japan. Jap. J. Ornithol. 44: 157-168.  

 
YAMAMOTO, Shin-ichi 山本進一                            

1. Yamamoto, S. (1995) Gap characteristics and gap regeneration in subalpine old-growth 
coniferous forests, central Japan. Ecological Research 10: 31-39.  

2. Yamamoto, S. and Moriyama, Y. (1995) A comparative analysis of sapling architecture of 
Chamaecyparis obtusaandC. pisiferaunder closed canopies and in canopy gaps. Journal of 
the Japanese Forestry Society 77: 275-278.  

3. Tanouchi, H. and Yamamoto, S. (1995) Structure and regeneration of canopy species in an 
old-growth evergreen broad-leaved forest in Aya district, southwestern Japan. Vegetatio 
117: 51-60.  

4. Yamamoto, S. and Tajimi, T. (1995) Canopy gaps and gap phase replacement in an old-
growth evergreen broad-leaved forest of the Sadayama Forest Reserve, Shikoku Region, 
Southwestern Japan - A preliminary survey -. Journal of the Japanese Forestry Society 77: 
494-498.  

5. Yamamoto, S. and Itow, S. (1995) Studies in the evergreen broad-leaved forest of Tatera 
Forest Reserve, Tsushima, Japan. VII. Comparative analysis of the structure and 
composition of primary and secondary stands. Bull. Faculty of Liberal Arts, Nagasaki Univ., 
(Natural Science), 36(1): 19-30.  

6. Hara, T., Nishimura, N. and Yamamoto, S. (1995) Tree competition and species coexistence 
in a cool-temperate old-growth forest, southwestern Japan. Journal of Vegetation Science 6: 
565-574.  



7. Yamamoto, S. and Nishimura, N. (1995) A survey on the canopy gaps and gap phase 
replacement in an old - growth beech - dwarf bamboo forest, Wakasugi Forest Reserve, 
southwestern Japan. Japanese Journal of Forest Environment 37: 94-99.  

8. Yamamoto, S., Nishimura, N. and Matsui, K. (1995) Natural disturbance and tree species 
coexistence in an old-growth beech-dwarf bamboo forest, southwestern Japan. Journal of 
Vegetation Science 6: 875-886.  

 
YOH, Muneoki 楊宗興 

1. 楊宗興 (1995) 拡散モデルからみた地下水N2 Oの起源． 平成 6年度気象環境研究会 温室効果
ガスと農林生態系 55-62. [施肥土壌からのN2 O発生, 拡散モデル, 地下水N2Oの起源]  

2. Yoh, M. (1995) Livestock waste as a candidate for the missing N 2O source responsible for 
the global imbalance of its δ15 Ｎ: A preliminary determination of N2O flux and the nitrogen 
isotope composition of N 2O emitted from grassland soil amended with cattle and swine 
waste. UK/Japan Workshop: Controlling methane and the nitrogen cycle on farms. Bedford, 
UK. 59-62. [δ 15Ｎ, N2O, Livestock waste]  

3. Yoh, M., Toda, H., Kanda, K. and Tsuruta, H. (1995) Diffusion model analysis of N 2O 
emission from fertilized soil and its implication for the origin of groundwater N 2O. 
International Symposium on Soil -Source and Sink of Greenhouse Gases. Nanjing, China. 
11. [N 2O emission, diffusion analysis, fertilized soil]  

4. Watanabe T., Osada, T., Yoh, M. and Tsuruta, H. (1995) N 2O and NO emissions from 
grassland soils with the application of cattle and swine excreta. International Symposium 
on Soil -Source and Sink of Greenhouse Gases. Nanjing, China. 20. [N 2O and NO emissions, 
grassland, livestock wastes]  

5. Yoh, M., Zhen, Y., Nojiri, Y., Sakamoto, M. and Terai, H. (1995) Dependency of CH 
4formation on anaerobic nitrogen fixation in wetlands. 1995 International Chemical 
Congress of Pacific Basin Societies. Hawaii, USA. INORGANIC CHEMISTRY 341. [CH 
4formation, nitrogen fixation, wetlands]  

6. 寺井久慈・楊宗興 (1995) 水圏からの窒素の放出．In: 微生物の生態 20: 微生物のガス代謝と地
球環境 pp.123-143. 学会出版センター 東京［窒素、亜酸化窒素、水圏］  

 
 

 

第５４回 生態研セミナー 

「オニドコロ Pgi 遺伝子座の分子集団遺伝学的研究」  
寺内 良平（京都大学理学部） 
「社会性昆虫における栄養交換の進化」 
増子 恵一（専修大学経営学部）  
１９９５年４月２１日 
京都市 京大理学部 
参加者：３３人 

第５５回 生態研セミナー 

「人為作用のある生態系における動物群集ー山ほどある人為操作区を利用しようー」  
遊磨 正秀（京都大学生態学研究センター） 



「なぜ、種子サイズは集団内でばらつくのか？」  
酒井 聡樹（東北大学理学部） 
１９９５年５月１９日 
京都市 京大理学部 
参加者：２８人  

生態研セミナー スペシャル 

「カオス的な土の微生物」 
服部 勉（東北大学遺伝生態研究センター）  
「撹乱によって制御される植物個体群の存続に関する数理モデル考察」 
瀬野 裕美（奈良女子大学理学部）  
１９９５年５月２６日 
京都市 京大理学部 
参加者：４０人 

第５６回 生態研セミナー 

「クマノミの性と社会：その可塑性と多型現象」 
服部 昭尚（京都大学生態学研究センター）  
「森林生態系内部における養分分布と物質循環」 
徳地 直子（京都大学農学部） 
１９９５年６月２日  
京都市 京大理学部 
参加者：３３人 

第５７回 生態研セミナー 

「里山の生態学」  
田端 英雄（京都大学生態学研究センター） 
「森林群集構造を決定する要因としての撹乱レジーム」  
中静 透（森林総合研究所） 
１９９５年６月１６日 
参加者：５６人 

第５８回 生態研セミナー 

「ブナ林低木の分布の背腹性」 
藤田 昇（京都大学生態学研究センター）  
「水圏微生物の分子生態学入門」 
石田祐三郎（京都大学農学部） 
１９９５年６月２３日  
京都市 京大理学部 
参加者：２０人 

第５９回 生態研セミナー 

「タンガニイカ湖におけるヌマエビ類の生息場所ー藻類食魚の子育場の利用」  
成田 哲也（京都大学生態学研究センター） 
「森林動態の格子モデル」 
久保 拓弥（九州大学理学部）  
１９９５年７月７日 
京都市 京大理学部 



参加者：２３人 

公募実習「河川生物に関する基礎実習」 

代表者 中西正己・遊磨正秀（京都大学生態学研究センター）  
1995年 7月 27日～8月 3日 
長野県木曽福島町木曽生物研究所 
参加者：講師 2名、受講者 9名 

国際セミナー「西太平洋国際野外生物学コース」 

世話人 湯本貴和・井上民二（京都大学生態学研究センター）  
1995年 8月 1日～31日 
マレーシア・サラワク州、ランビル国立公園 
参加者：講師 16名（日本 10、マレーシア 5、シンガポール 1）、受講者 18名（日本 6、台湾
5、マレーシア 5、韓国 2）  

生態研セミナー スペシャル 

"Evolution of sociality with particular reference to evolution of soldiers, worker multiple 
queen social system"  
Gadagkar, Raghavendra (Indian Institute of Science) 
「シロアリの社会性進化の理論」 
東 正彦（京都大学生態学研究センター） 
「ハナバチの社会採餌と花資源の分割」 
永光 輝義（京都大学生態学研究センター） 「安定同位体を用いたシロアリ共生系の栄養獲得
の研究」  
陀安 一郎（京都大学生態学研究センター） 
１９９５年９月１３日 
京都市 京大理学部  
参加者：２５人 

公募研究会「水辺の環境利用：生き物とヒトの相互作用」 

代表者 嘉田由紀子（琵琶湖博物館開設準備室）  
平成 7年 9月 15日～16日 
滋賀県マキノ町 
参加者：31名 

第６０回 生態研セミナー 

「繁殖遅延の数理的研究」 
高田 壮則（北海道東海大学国際文化学部）  
「京都大学構内と芦生演習林における送粉系」 
角谷 岳彦（京都大学生態学研究センター）  
１９９５年９月２９日 
京都市 京大理学部 
参加者：２３人 

生態研セミナー スペシャル 

"Heterogeneity and the dynamics of complex ecosystems"  
ohn W. Crawford (Scottish Crop Research Institute) 



１９９５年１０月４日 
京都市 京大理学部  
参加者：１７人 

公募研究会「植物と菌・ウイルスの生態学的相互作用」 

代表者 巌佐庸（九州大学）  
平成 7年 10月 4日 
京都大学理学部 
参加者：29名 

第６１回 生態研セミナー 

"Division of labour and hierarchy in primitive ants" 
C.Peeters (Universite Paris-Nord)  
「アリコロニーの繁殖特性と個体の行動」 
中田 兼介 （京都大学理学部動物学教室） 
１９９５年１０月６日 
京都市 京大理学部 
参加者：２５人 

公開講演会「生物多様性を促進する共生と社会性の発達」 

代表者 安部琢哉（京都大学生態学研究センター）  
1995年 10月 12日 
京都市京大会館 
参加者：40名 

生態研セミナー スペシャル 

"Evolution and ecology of Baikal sculpins" 
Sideleva, V.G. (Russian Academy of Science)  
１９９５年１０月１３日 
京都市 京大理学部 
参加者：２０人 

第６２回 生態研セミナー 

「パターンとプロセス：熱帯雨林におけるハリナシバチの花資源の分割」  
永光 輝義（京都大学生態学研究センター） 
「森林における炭素安定同位体比の空間分布とそれを決定する生理学的要因」  
半場 祐子（京都大学生態学研究センター） 
１９９５年１０月２０日 
大津市 生態研センター  
参加者：３７人 

生態研セミナー スペシャル 

"The fig-fig wrasp mutualism: resilience of neotropical forests to the stresses of El Nino"  
Donald Windsor (Smithsonian Tropical Research Institute) 
"Preliminary observations on the reproductive ecology of a diocious fig"  
Rhett D. Harrison (Center for Ecological Research, Kyoto University) 
１９９５年１０月２７日  



京都市 京大理学部 
参加者：２９人 

公募研究会「哺乳類の保全生物学：生態学的アプローチと遺伝学的アプローチの統合」  

代表者 矢原徹一（九州大学理学部） 
1995年 10月 28日 
京都大学理学部 
参加者：40名  

生態研セミナー スペシャル 

"Self-shading and leaf life span in tropical trees"  
David Ackerly (Dep. of Organismie and Evolutionary Biology, Harvard University) 
１９９５年１１月１０日  
京都市 京大理学部 
参加者：２９人 

公開ワークショップ「共生の生態学」 

「アブラナ科植物の直接的及び間接的な食害防衛機構」 
矢野 修一（京都大学農学部） 
「チョウの食草選択の進化に対する植物と天敵の相互作用」  
大崎 直太（京都大学農学部） 
「植物-植食者-捕食者三者系の数理モデル」 
山村 則男（佐賀医科大学情報数理）  
「植物-植食者-捕食者三者相互作用系に見る共生的関係」 
下田 武士（農林水産省果樹試験場口之津支場）  
「アリの世界の情報化学物質連鎖」 
山岡 亮平（京都工芸繊維大学繊維学部） 
１９９５年１１月１１日  
京都市 芝蘭会館 
参加者：７０人 

公募研究会「淡水貝類の繁殖生態と種分化に関する研究」  

代表者 西脇三郎（筑波大学医療技術短期大学部） 
１９９５年１１月１２日 
京都市京大会館  
参加者：２７名 

第６３回 生態研セミナー 

「熱帯湿地林土壌の嫌気分解系」  
宮島 利宏（東京大学海洋研究所） 
「メスのチョウに対する選択的捕食とベイツ式擬態の進化」  
大崎 直太（京都大学農学部昆虫学教室） 
１９９５年１１月１７日 
京都市 京大理学部  
参加者３０人 

生態研セミナー スペシャル 



"Community dynamics in dune annuals: models meet data"  
Mark Rees (Dept. of Ecology, Imperial College) 
１９９５年１１月２０日 
京都市 京大理学部  
参加者：１６人 

第６４回 生態研セミナー 

"Towards quantifying the global pattern of ecosystem production"  
Georgii A. Alexandrov (Institute of Atmosphere Physics, Russian Academy of Sciences) 
「光条件と葉齢、どちらが光合成特性を決めるのか」 
彦坂 幸毅（東北大学理学部） 
１９９５年１２月１日  
京都市 京大理学部 
参加者：２０人 

第６５回 生態研セミナー 

「琵琶湖におけるプランクトンの鉛直分布と関連しての水温躍層の役割」  
中西 正己（京都大学生態学研究センター） 
"Size-dependant phytoplankton responses to a variable mixing regime (Lake Biwa)"  
Jean-Jacques Frenette（京都大学生態学研究センター） 
"Optimal nitrogen distribution and leaf area index in stands of C3 and C4 mono- and 
dicotyledonous species"  
Niles Anten(Utrecht University, The Netherlands) 
１９９５年１２月８日 
京都市 京大理学部  
参加者：２６人 

第６６回 生態研セミナー 

「動物プランクトンの炭素同位体からみた物質循環」  
吉岡 崇仁（名古屋大学大気水圏科学研究所） 
ストイキオメトリー：細胞、個体レベルから生態系レベルをつなぐもの」  
占部城太郎 （京都大学生態学研究センター） 
１９９５年１２月１５日 
京都市 京大理学部  
参加者：４２人 

公募研究会「微生物生態学における New Methodsの可能性と限界」 

代表者 那須正夫（大阪大学薬学部） 
1996年 1月 6日 
大阪府豊中市 大阪大学待兼山会館 
参加者：19名 

生態研セミナー スペシャル 

「森林における樹木の炭素安定同位体比に光環境が及ぼす影響」  
半場 祐子（京都大学生態学研究センター 
１９９６年１月１７日 
京都市 京大理学部 
参加者：１８人 



第６７回 生態研セミナー 

「微生物食物連鎖－拡張するパラダイム」  
永田 俊（東京大学海洋研究所） 
「生態学における格子モデル」 
佐藤 一憲（室蘭工業大学）  
１９９６年１月１９日 
京都市 京大理学部 
参加者：３６人 

第６８回 生態研セミナー 

「日本産シライトソウ属植物における雌性両生花異株の進化」  
牧 雅之（福岡教育大学） 
「地球規模の赤潮：９０００万年前の地球環境」 
大河内 直彦（京都大学生態学研究センター）  
１９９６年１月２６日 
京都市 京大理学部 
参加者：３７人 

第６９回 生態研セミナー 

「三大熱帯域における霊長類種子散布の比較」 
湯本 貴和（京都大学生態学研究センター）  
「霊長類と熱帯林との相互作用」 
丸橋 珠樹（武蔵大学） 「 
類人猿の同所的共存」  
山極 寿一（京都大学霊長研） 
１９９６年２月２日 
京都市 京大理学部 
参加者：２９人  

生態研セミナー スペシャル 

"Biodiveristy: Does it matter?" 
Simmathiri Appanah（Forest Research Institute Malaysia）  
１９９６年２月９日 
京都市 京大理学部 
参加者：３０人 

第７０回 生態研セミナー 

"Biodiveristy: How to manage it" 
Simmathiri Appanah （Forest Research Institute Malaysia）  
「クモ類の配偶システムと性二型」 
枡元 敏也（京都大学生態学研究センター） 
１９９６年２月１６日  
京都市 京大理学部 
参加者：２６人 

公募研究会「人間活動、外来生物の侵入・導入による成物群集の変動」  

代表者 遠藤彰（立命館大学理工学部） 



1996年 2月 24日 
京都市 京都大学理学部 
参加者：25名 

生態研セミナー スペシャル 

"15 N in freshwater plants" 
Brian Fry (Florida International University) 
１９９６年３月１１日  
京都市 京大理学部 
参加者：15人 

公募セミナー「生態学における理論実証インターフェース：動物－植物間の相互作用を中心に」  

代表者 安部琢哉（京都大学生態学研究センター） 
1996年 3月 19日～22日 
大津市 京都大学生態学研究センター  
参加者：講師 8名、受講者 25名 

 

 

調査船「はす」運行実施表（平成７年度）  

月 日 時  間 用   務  内   容 乗   船   人   数 

Ｈ．

７    

4 /13 9：25～15：30 定期観測 上田、小板橋、研究員・院生 4名、共同利
用 2名 

 /27 9：35～14：05 サンプリング 小板橋、院生 1名 

5 / 1 9：10～11：30 サンプリング 小板橋、院生 1名 

 / 9 9：15～15：35 定期観測 上田、小板橋、院生 3名、共同利用 5名 

 /31 9：15～13：45 サンプリング 小板橋、院生 1名 

6 / 6 9：05～15：00 定期観測 上田、小板橋、院生 4名、共同利用 2名 

 / 9 16：35～17：20 視察 上田、片山、石井他 5名 

7 / 4 9：20～15：00 定期観測 上田、小板橋、院生 3名、共同利用 1名 

 /20 8：00 サンプリング（湖上泊） 成田、小板橋、共同利用 4名 

 /21  ～15：30        ” 

 /25 9：00～13：30 サンプリング 小板橋、院生 1名 

 /27 10：00 サンプリング（湖上泊） 成田、小板橋、共同利用 4名 

 /28  ～14：00        ”  

8 / 1 9：10～14：45 定期観測 上田、小板橋、院生 3名、共同利用 3名 

 / 2 9：30～17：25 水温計の引き上げ 小板橋、共同利用 2名 

 / 8 13：30～16：00 京大学生実習 中西、小板橋、実習生 10名 



 / 9 10：00～ 15：00 京大学生実習 成田、小板橋、実習生 10名 

 /10 9：30～11：00 モーターボート修理のため造

船所へ曳行 上田、小板橋 

 /11 13：30～14：00 京大学生実習 成田、小板橋、実習生 2名 

 /14 9：00～13：30 サンプリング 小板橋、院生 1名 

 /21 9：30 潜水、サンプリング 遊磨、上田、共同利用 2名 

 /22  ～16：00   

 /23 15：00～15：30 修理  

9 / 3 14：00 観測及びサンプリング 上田、小板橋、院生 3名、共同利用 6名 

 ・         ” 

 / 7  ～12：00        ” 

 /18 8：30～9：45 サンプリング 小板橋、院生 3名 

 /19 8：30～12：30 サンプリング 小板橋、院生 3名 

 /22 8：30～14：00 サンプリング 小板橋、院生 2名 

 /28 10：00 サンプリング（湖上泊） 成田、小板橋、院生 1名、共同利用 4名 

 /29  ～13：30        ” 

10/11 9：20～14：35 定期観測 上田、小板橋、院生 3名、共同利用 1名 

 /13 8：30～15：50 サンプリング 小板橋、院生 2名 

11/7 9：20～14：50 定期観測 上田、小板橋、院生 3名、共同利用 1名 

12/ 7 9：00～ 11：00 定期観測 荒天のため中止(上田、小板橋、院生 3名）

 /11 9：00～14：30 定期観測 上田、院生 3名 

Ｈ．

８    

1 /12 9：40～14：40 定期観測 上田、院生 3名 

2 / 5 9：15～14：05 定期観測 上田、小板橋、院生 3名、共同利用 1名 

3 / 6 9：10～ 15：07 定期観測 上田、院生 3名、共同利用 1名 

 

 

あとがき  

• 今回の業績目録も昨年の編集方針を踏襲して作成しました。資料としては保守的に行うことに
ある程度の意義がありますが、読者の皆さんには引き続き、革新的な御批判、御意見をお寄せ

下さいますようにお願い致します。  
• センターの時限 10年の半分が過ぎ、自己評価の作業がはじまっていますが、外部からの評価
の際にこの業績目録が資料として役立ちましたらありがたいことです。  

• 作業は藤原美紀さんの協力を得ました。厚く御礼申し上げます。  
• 協力研究員のうち、30名の方に御自身が載せるべきだと判断された目録をお寄せいただきまし
た。どうもありがとうございました。  

• 作業の省力化のため、原稿の作成の際にはいろいろと御協力いただきありがとうございました。
原稿スタイルの統一等これからもよりいっそうの省力化に御協力をお願いします。  

（編集担当：湯本貴和、藤田昇）     
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